
 

 

 

 

１．西宮市の北部と南部を繋ぐ「さくらやまなみバス」 

本校は、西宮市の北部にあり武庫川の支流にあたる有馬川をはじめ豊かな自然環境が

地域に残っている。地域には、西宮市の北部と南部をつなぐさくらやまなみバスが走って

いる。さくらやまなみバスは、北部地域の住民の思いを実現する形で、2009 年 4 月より

運行が始まった。西宮市の北部地域と南部地域をつなぎ、高校に通う学生や南部にある市

役所や都心に出るための重要な公共交通機関となっている。このさくらやまなみバスは、

近年、コロナ禍の影響を受けて乗客数が減少しているという現状がある。 

 

２．総合的な学習の時間「バス DGｓを実現しよう」単元のねらい 

本年度の 6年生は、総合的な学習の時間において、さくらやまなみバスを教材として、

乗客数を増やすことを目的として活動に取り組むこととした。さくらやまなみバスの乗

客数を増やすために、  北部地域（北六甲台や山口町）にバスの存在を知ってもらうこ

とや、現状として西宮市の税金を使って運行していることを伝える活動を行う。また、北

部地域の魅力を伝えることで、自分たちの住む地域の魅力を再認識することができる。 

地域に走るバスという教材を通して、誰もが過ごしやすく優しい地域社会の形を考え、

持続可能な社会の実現に向けて考えることをねらいとしている。 

 

３．実際の活動 

（１）さくらやまなみバスを「知ってもらおう」大作戦 

―さくらやまなみバスに乗り、南部にちらしを配る活動― 

西宮市の北部地域から南部地域へさくらやまなみバスのちらしを配り、「知ってもら

う」活動を行った。さくらやまなみバス沿線の小学校や中学校、高校にちらしを配っ

た。さらに、西宮北口駅でも、さくらやまなみバスのちらしを配り、PRを行った。 

 

（２）さくらやまなみバスに「乗ってもらおう」大作戦 

活動後、今後どうやって乗客数を増やし、赤字を減らすか話し合った。さくらやまな

みバスに乗ることで、メリット、デメリットも知った。赤字をなくすために、乗客数を

増やすためにどうすればいいか話し合った。さらに、市役所の方の協力を得て、市民祭

りでとったアンケートをもとに、乗客数を増やすための活動について話し合った。 
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４．今後の活動 

 今後は、さくらやまなみバスに乗ってもらい、乗客数を増やす活動に取り組んでいく。 

 

５．子供の学び 

授業における子供の話し合いの中で、以下のような意見が出た。「乗らない人はそのま

ま乗らなくてもいいのではないか。そういう人は、実際に困ってないから、無理やり乗っ

てもらう必要はないと思う。」公共交通とは何か、税金の使い道として、どのように使う

のか考えるきっかけとなった。 

バスがなくなると、困る人が出てくる。必ずしも必要という子供（人）ばかりでないが、

バスを必要としている人がいるから、地域の公共交通機関がある。自分たちは、大人にな

ると税を納める。その税の使い道について、自分たちの体験や活動から実際に考えること

で、社会をより良くするための第一歩となると考える。 

今後の目標として、地域を走るさくらやまなみバスを含む公共交通の在り方について、

子供たちが切実に課題解決に向かう活動を通して、たくさんの情報から、バスをはじめと

する公共交通の意味や価値を知り、誰もが幸せにくらすために、どのように税金を使えば

いいか、また、自分自身どのように行動したらいいか考えることのできる、そのような一

人の自立した大人への子供の成長を目指し、授業に取り組んでいきたい。 

 

 

 

西宮市南部でのびら配りの様子 

  
 



 

 

公共交通推進を呼びかけるちらし（児童作成）  

 

 

さくらやまなみバス推進協議会 

（北六甲台小学校・市役所・地域・阪急バスの４者で会議を行った様子） 

 

 

 

 

 

 


